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無形資産償却前営業利益は、前年同期と同水準となりました。コスト削減は、引き
続き進展しています。個別開示項目は前年同期から改善しています。 
 
北米と東南アジアでは、好調な業績が持続しています。 
 

南米は低調な経済状況の影響を受けており、ディスプレイは厳しい市場環境の影
響を受けています。 
 
日本の業績は改善しています。 
 

欧州では、当社の建築用ガラス事業と自動車用ガラス事業のいずれにおいても、
緩やかな改善の兆しが見られています。 
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売上高は１，６２１億円となり、前年比４％の増加となりました。 
為替変動の影響を除くと、前年比１％の増加となります。 
 
無形資産償却前営業利益は、前年同期と同水準です。 

これは市場状況が改善している地域と低調な地域が混在している状況を反映して
います。 
 

個別開示項目は、主にリストラクチャリング費用の減少により、１０億円改善しまし
た。 
 
金融費用と持分法による投資損失は、前年同期と比べて若干減少しました。 
 
当期損失は、前年同期から減少しました。 
 
EBITDAは、わずかに改善しています。 
 
 
 

7 



 

 

8 

「販売数量/構成」の差異は、ディスプレイ事業を取り巻く環境が厳しさを増した結果、
当事業の売上が減少している影響を反映しています。 
 
「販売価格」は、主要な市場では安定的に推移しました。 
 

「原燃材料コスト」は、燃料コストが下がる一方で、原料コストの上昇が改善効果の
一部を相殺しました。 
 

「コスト削減」による効果は計画に沿ったかたちで発現していますが、前年と比較す
ると小さくなっています。 
 

「その他」はマイナスになっていますが、これは主にアルゼンチンとポーランドにお
ける窯の定修の影響によるものです。 



「ネット借入」は、運転資本の季節的な変動により増加しました。 
これは「ネット借入/EBITDA」の悪化の要因になっており、EBITDAの改善による効
果を打ち消しています。 
 
「ネット借入/純資産比率」は、円安による為替換算調整と退職給付に係る負債の
減少によって純資産が増加したことにより、改善しました。 
 
「EBITDA/インタレスト・カバレッジ」は、金融費用の減少とEBITDAの増加により、改
善しました。 
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当社グループの売上高の構成比は、欧州が３９％、日本で２３％、北米で 
２０％、その他の地域で１８％となっています。 



欧州の建築用ガラス市場は、安定的に推移しました。 
当社の利益は、投入コストの減少があったものの、ポーランドの窯の定修の 
影響により、減少しました。市場では、改善の兆しが見られています。 
 

自動車用ガラス事業の売上と数量は、前年同期と同様の水準で推移しました。西
欧では、市場の回復の兆しが見られました。 
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建築用ガラス事業は、消費増税の影響を受けた前年同期より数量が増加し、 
増収増益となりました。エコポイント制度による好影響も享受しています。 
 
自動車用ガラス事業の売上は前年同期と同様の水準で推移しました。 
市場は、エコ・カー減税制度の改訂により弱含みの兆候が見られました。 
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建築用ガラス事業は、市場の成長により増収増益となりました。 
 
自動車用ガラス事業の売上と利益は、前年同期と同様の水準で推移しました。 
新車(OE)ガラス事業では、各種改善が増益に寄与しました。 
 
 

14 



建築用ガラス事業では、東南アジアでソーラー用ガラスの好調な出荷の影響を享
受しました。一方、南米ではアルゼンチンの窯の定修の影響により減益となりまし
た。 
 

南米の自動車用ガラス市場は、引き続き厳しい経済状況の影響を受け、低調に推
移しています。 
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高機能ガラス事業の利益は、ディスプレイが厳しい市場環境の影響を 
受けたことにより減益となりましたが、第２四半期から利益が回復するものと 
見込んでいます。 
 
オフィス向けプリンター用レンズの堅調な需要は持続しています。 
 
グラスコードの数量は前年と同様の水準で推移しました。 
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無形資産償却前営業利益は、前年同期と同水準となりました。コスト削減は、引き
続き進展しています。個別開示項目は前年同期から改善しています。 
 
北米と東南アジアでは、好調な業績が持続しています。 
 

南米は低調な経済状況の影響を受けており、ディスプレイは厳しい市場環境の影
響を受けています。 
 
日本の業績は改善しています。 
 

欧州では、当社の建築用ガラス事業と自動車用ガラス事業のいずれにおいても、
緩やかな改善の兆しが見られています。 
 
今期の業績は、残りの９か月にわたって改善することを見込んでおります。 
そのため、通期業績見通しの変更はありません。 
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